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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【背景】女性は思春期から更年期に至るまでほぼ毎月月経が繰り返され，日本人の平均初経
年齢は 12.3 歳，閉経年齢は 50.5 歳である。その周期は月経周期と言い，月経から排卵まで
の卵胞期，排卵期，排卵後から月経開始直前までの黄体期に分けられる。月経周期は，10
代では不安定であるが，10 代の終わりから 20 代にかけて月経周期は規則的になり安定する。
この月経周期は女性ホルモンの増減によりもたらされるため，各周期による女性ホルモンの
分泌の変動によりイライラや不安などの精神症状や腹部膨満感，乳房痛などの身体症状を呈
する。これらの精神症状・身体症状は，月経前症候群（PMS）とされ，American College of 
Obstetrics and Gynecology では診断基準を設けている。この診断基準では，「月経前 5 日
間のうち精神症状および身体症状を 1 つ以上認め，症状が月経開始 4 日以内に軽快し，少
なくとも月経周期の 13 日目まで症状の再発を認めない」としており，PMS は黄体期から
月経中にかけて表れる症状を示している。特に，20 代では，ホルモンの分泌が盛んである
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とし，終了までを月経期，月経終了から 14 日目を卵胞期，15 日目から 21 日目を黄体期前
半，22 日から 28 日目を黄体期後半に分けて解析を行った。本研究は，東京農業大学の「人
を対象とする実験・調査等に関する倫理委員会」の承認を得て行った（No.1612）。 































[方法]実験 1 で解析を行った 20 代女性 32 名に新規で 20 代女性 19 名を追加し，合計 51 名
を対象として 2018 年 4 月から 2020 年 4 月にかけ介入試験を行った。研究期間は，1 クー




験 1 同様に排便記録，食事記録と月経記録を行い，3 クール目終了日に，麹食品摂取による
アンケート（終了日アンケート）を自己記入方式で行った。また，各クール 4 回の採便と体
組成計測を行った。採取した糞便からは，糞便中の Bifidobacterium longum subsp. longum，






れなかった 20 名，介入試験中の月経不順 2 名，記入漏れ 8 名，糞便サンプルの不足 10 名



































































く食品による PMS の制御が可能になると考えられる。 
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対し，麹食品として甘酒，または，生塩麹を摂取させた。その結果，腹部の不快症状を改善
した。この研究により，日常的に麹食品を摂取することで薬ではなく，食品で不快症状の制
御が可能になると考えられた。 
これらの研究成果等を詳細に検討した結果，審査委員一同は博士（食品栄養学）の学位を
授与する価値があると判断した。 
